今年の番組講習で取り上げるドキュメンタリー作品を、各地域から、募集したいと思います。
今年の番組関係講座は、制作講習と審査講習を合わせたような形で、下記のようにしたいと考えています。そこで、多くの講評をもらいたい、作品づくりのアドバイスが欲しいという学校から作品を募り、それを今年の題材としたいのです。
基準は、一定のレベルを保ちたいので、夏のＮコンで準々決勝までだった作品、もしくは地方大会で決勝に残ったものの惜しくもオリセンに来られなかった作品、とします。
また、講習会の準備もありますので、１１月中旬までに、Ｎコン事務局に郵送可能なもの、という条件もご了解ください。メディアは、ＶＨＳ・ミニＤＶ・ＤＶＤなどが対応可能です。
  0分～ 10分　ＮＨＫディレクター紹介と採点基準の確認
 10分～ 60分　班毎の作品検討
①作品視聴　各自講評を書き、採点する。→集計へ（各班発表時に公開）
②講評回覧　班でそれぞれの講評を回覧し、検討材料を確認する。
③作品評価　作品に対する評価を交換し検討する。（再視聴も可能）
制作や審査のポイントを考える。
制作者に対するアドバイスを整理し、後で発表する「良い点」と「要改善点」を１点ずつ挙げる。
→この各自の講評と、班で整理されたポイントは、作品提供校に送ります。
 60分～ 65分　休憩
 65分～105分　全体での作品視聴　模擬審査員（含むＮＨＫ）による採点→集計へ
　　　　　　　　　　　　　　　　（各自も採点）
105分～110分　休憩
110分～160分　各班の発表　持ち時間５分で、話し合いのポイントと担当した作品の「良い点」と「要改善点」を１点ずつ発表する。
160分～200分　模擬審査の結果発表　ＮＨＫディレクターによるまとめ
→この結果と、ディレクターのまとめも、作品提供校に送ります。
長年指導されてきたベテランから、フレッシュな感覚を持った新人まで、全国の多くの先生方に講評していただけるのは、今後の番組制作にとても大きな力になると思います。
是非、各地域でお声をかけていただき、あるいはご推薦をいただいて、作品のご提供をお願いいたします。
応募の締め切りは、１１月７日（水）とさせていただきます。
担当者の方からでも、各校の顧問の方からでもかまいません。
下記のアドレスまで、メールでご応募ください。
*******************（メールアドレスは、石井までお問い合わせください。）
また、多数の応募があった場合には、申し訳ありませんが、抽選とさせていただきます。
なお、郵送費用はこちらで負担いたします。
応募の確認メールをお送りしますので、郵送方法などをそこでご確認の上、お送り下さい。
よろしくお願いいたします。
